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令和３年度 第４回沖縄県がん診療連携協議会 資料

文部科学省委託事業

令和３年度「がん教育総合支援事業」報告

沖縄県教育委員会

１ 趣 旨

学校におけるがん教育の充実を図るためには、がんに関する正しい知識と正しい認識、

命の大切さについて正しく理解させ、深めることが必要であることから、本県では、文

部科学省委託「がん教育総合支援事業」を実施する。

医療関係者等を含めた「がん教育沖縄県連絡協議会」を設置し、「がん教育に関する

計画」の作成等に対し指導助言を行うことで、がん教育の在り方について検討を行うこ

とを目的とする。

２ 計画の期間

令和元年度～令和３年度（令和３年度をがん教育総合支援事業の最終年度としている）

※令和３年度がん教育総合支援事業：令和３年６月15日～令和４年２月28日

３ 計画の体制

本計画は、医師、学校医、保健医療関係者（がん専門医、看護師、保健師）、がん経

験者、その他行政機関関係者等から構成する「がん教育沖縄県連絡協議会」から指導助

言を受け作成する。本計画を基に、医師、がん患者会、授業担当教諭、教育センター研

修指導主事、養護教諭を中心に、「実践的ながん教育の教材作り」に取り組み、公開授

業等を実施し、普及啓発を行う。

４ 事業実施内容

（１）令和３年度 実施計画

1

2

3 外部講師養成プログラム策定委員会の開催　

4 第１回がん教育教材検討委員会

5 第２・３回がん教育教材検討委員会

6 がん教育外部講師養成講座

7 小中高モデル校公開授業（検証授業）

8

9 がん教育シンポジウム（文部科学省主催）

10

10月

10月～11月

12月～１月
がん教育研修会②
研修内容：令和３年度モデル校における指導の工夫

１月19日 第２回協議会（がん教育に関する計画の検証）

１月

第1回協議会（がん教育の推進に向けた計画の検討）

実施時期 計画事項

７月１４日(水)

７月２６日(月)
がん教育研修会
①研修内容：学校におけるがん教育の推進について
　　　　　　令和２年度のモデル校における指導の工夫

８月～９月

８月

９月～10月
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（２）沖縄県連絡協議会の構成員

（３）がん教育教材検討委員会

（４）外部講師養成プログラム策定委員会

（５）具体的な取組

５ 第１回沖縄県連絡協議会

日 時：令和３年７月14日水曜日

ア 「沖縄県連絡協議会設置要綱」について

イ 沖縄県における「がん教育」の現状について

ウ 県内でのがん教育に関する動向

エ がん教育の実施状況（H29年度調査）より現状と課題
（ア）実施状況 （イ）実施しない理由 （ウ）実施方法 （エ）外部講師活用

（オ）外部講師活用の課題 （カ）外部講師活用で効果的だったと思ったこと

オ がん対策に関する沖縄県の状況

(ア)受診率 (イ)精検査率 (ウ)男女別の罹患率 (エ)全国との受診率の比較

カ 事業計画について

(ア)趣旨 (イ)計画の期間 (ウ)計画の体制

キ 令和２年度がん教育モデル校の実践報告

（ア）那覇市立真地小学校

全体で1７人
内訳：がん専門医(１)、医師会(１)、県衛生主管部局(１)、がん経験者(１)、
　　　県教委(５)、県総合教育センター(２)、校長(３)、教職員(３)

全体で１８人
内訳：がん専門医(１)、がん専門教授(１)、がん教育専門教授(１)、モデル校教諭(３)、
　　　小中高代表(４)、県総合教育センター(２)、外部講師（３）県教委(３)

全体で８人
内訳：がん専門医(１)、がん専門教授(１)、全がん連会長（１）、
　　　沖縄県がん患者団体（２）県外がん患者団体代表（２）、県教委(１)

①　モデル校教諭を中心とした効果的な指導方法の教材検討
②　モデル校による公開（検証）授業
③　教職員・関係者等への「がん教育研修会」の実施
④　研修会における実践発表
⑤　外部講師養成研修プログラムの策定及び実施
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(イ)北中城村立北中城中学校

(ウ)県立南部工業高等学校

ク 目標

(ア)県内の学校におけるがん教育実施率の向上

(イ)教職員・関係者等へのがん教育の普及・啓発

(ウ)外部講師等の活用等による、効果的な指導方法の実践研究

(エ)令和４年度以降の学校におけるがん教育の推進計画

ヶ 主な取組

(ア)モデル校教諭を中心とした効果的な指導方法の教材検討委員会を開催し、モ

デル校で行う授業の検討を行う

(イ)モデル校による公開（検証）授業

(ウ)教職員・関係者等への「がん教育研修会」の実施

(エ)研修会における実践発表

(オ)外部講師養成研修（プログラム）の策定・実施

(カ)外部講師の定期的な養成の方向性の検討

(キ)令和４年度以降の学校におけるがん教育の推進の検討

６ がん教育研修会

開催方法 オンライン開催

日 時 令和３年７月26日（月） 13:30～16:10

講 義 Ⅰ 「学校におけるがん教育の効果的な進め方」

講 師 日本女子体育大学 体育学部健康スポーツ学科

教授 助友 裕子 氏

講 義 Ⅱ 令和２年度がん教育総合支援事業モデル校実践発表

発 表 者 那覇市立真地小学校 教諭 兼島 早苗

粟国村立粟国中学校 教諭 久田 昭太

県立南部工業高等学校 教諭 友寄 雅仁

申込人数 104人申込 （教諭29人 養護教諭69人 学校三師２人 がん患者等４人）

ｱﾝｹｰﾄ結果 講義内容について「大変良い」「良い」との回答が99％であった。

７ がん教育教材検討員会

第１回：令和３年 ８月６日（金）：オンライン開催 ９:00～12:00

第２回：令和３年 ９月１日（水）：オンライン開催 14:00～17:00

第３回：令和３年10月７日（木）：県庁13階第２会議室 14:00～17:00

「模擬授業」（各校：15分発表＋15分協議・指導助言）

指導助言者：日本女子体育大学 教授 助友 裕子

琉大病院 がんセンター長 増田 昌人

がん患者団体代表 島袋 百代

８ 外部講師養成プログラム策定委員会

ア 外部講師養成プログラム検討

（ア）対象者 （主な対象者：県内のがん患者・経験者）

（イ）募集方法（(沖)がん患者連合会・県内がん患者団体、令和２年度受講者）

イ 研修内容

（ア）講義及びワークショップ
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（イ）令和３年度モデル校におけるがん教育の外部講師の実践報告

ウ 日時・開催方法

（ア）日 時：令和３年11月13日（土）12：40～17:00

令和３年11月14日（日） 9：40～17:00

（イ）開催方法：オンライン研修（WＥｂ会議システムZOOM活用）

エ 外部講師活用シートの検討

（ア）学校と外部講師のための連携シート：【沖縄県：がん教育外部講師シート】

（イ）児童生徒への外部講師に向けた質問シート

オ がん教育外部講師協力者リストの作成の検討

（ア）他府県のリスト作成状況（情報交換）

９ モデル校における外部講師を活用したがん教育の検証授業

ア 小学校モデル校

（ア）実践授業と教材検討会

モ デ ル 校 検 月日 受付 授業 全体 会 参観者 備考
証授業

那覇市立 1 0 月 2 2 日 13:10 1 3 ： 5 0 ～ 1 4 ： 4 5 ～ 保 体 課 4 人 ・ 小 学 校 中 ・ 高 教
真嘉比 (金) 14：35 15：35 教 材 検 討 委 員 ２ 人 ・ 材 検 討 委
小学校 患 者 会 １ 人 ・ 外 部 講 員 は ZOOM

師 養 成 プ ロ グ ラ ム 策 参加
定委員１人

（イ）参観者感想

・児童の授業態度が素晴らしく、学ぶということにとても一生懸命な姿勢を感じ

ました。（日頃の先生方の取り組みの成果だと感じました）

・前列に座っている生徒が、前時間の「がんの知識」の授業においては、興味が

ない様子で臨んでいたが、本時の授業では、講師の話を真剣に聞き、積極的に

挙手をし学んでいる様子に、外部講師による授業の意義を感じました。

・アンケート調査や事前学習（7時間目）を通して、児童のがんに対する関心が広

がり、今回の授業では教諭とがん体験者が一緒に、がん（という教材）を通じ

て、健康や命の大切さを伝えることで、がんや体験者への理解が深まるととも

に、自己の健康やいのちを守るという認識の芽生えにもつながることを感じま

した。授業を参観させていただき、小学生からのがん教育の意義と重要性を再

認識致しました。

イ 中学校モデル校

（ア）実践授業と教材検討会

モ デ ル 校 検 月日 受付 授業 全体 会 参観者 備考
証授業

那覇市立 1 1 月 ５ 日 13:00 1 3 ： 4 0 ～ 1 4 ： 4 0 ～ 保 体 課 3 人 ・ 中 学 校 小 ・ 高 教
金 城 (金) 14：30 15：30 教 材 検 討 委 員 2 人 ・ 材 検 討 委
中学校 患 者 会 １ 人 ・ 県 内 大 員 は ZOOM

学研究グループ２人 参加
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（イ）参観者感想

・外部講師は、画像やグラフを殆ど使う事はなく、体験そのものをお話しした。

外部講師の言葉には重みがあり、笑顔で話していても、生徒の心に強く響いた

だろうと思います。

・生徒は、メモを取ることも忘れるくらい、外部講師の話に集中しており、前時の

「がんの知識」の授業と本時のがん患者である外部講師の話を結び付け、思考し

ている様子が見られた。

・「がん治療にいくらかかりますか。」との生徒の質問に対し「高額な費用がかか

ったが、がん保険に入っていたので経済的に助けられた。」との外部講師の回答

から、生徒自身が、社会の在り方について学ぶきっかけとなったのではと感じま

した。

ウ 高等学校モデル校

（ア）実践授業と教材検討会

モ デ ル 校 検 月日 受付 授業 全体会 参観者予定 備考
証授業

県立中部 10月26日 ８:50 ９：20～ 10：20～ 保 体 課 3人 ・ 高 等 学 校 教 小 ・ 中 教
商業高等 (火) 10：10 11：10 材 検討 委員 ２人 外部 講師 材 検 討 委

学校 養 成プ ログ ラム 策定 委員 員はZOOM

１人 参加

（イ）参観者感想

・「がん検診を受けて欲しい」「自分の健康にもっと気を付けよう」との強いメッ

セージが伝わる授業でした。

・小学生、中学生とは異なり、もうすぐ社会に出る生徒たちが、がんについて学

ぶ機会を持つことが、今後社会に出てからの健康管理への動機づけにもつなが

ることを考えると、高校生におけるがん教育の重要性を感じました。

・外部講師活用の授業は、本時の目標達成だけではなく、生徒が多面的・多角的に

考える力や家族や周りの人を思いやる心、ありのままを認める心、前向きな心、

自分自身を振り返って考える力など、目標以外の目に見えない力をはぐくむこと

にもつながったのではないかと感じました。

エ 全体会

【司会：各校 記録：各校 】 （準備：会場設営・プロジェクター）

(ア)開会のことば 教頭

(イ)学校長あいさつ 校長

(ウ)授業者説明 教諭

(エ)教材検討 参加者

(オ)指導者助言等 指導主事

(カ)閉会のことば 教頭
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10 がん教育外部講師養成研修会の開催

ア 1 日目：令和３年11月13日（土）

開始 終了 内容 講師（担当）

11:45 12:35
1日目研修：最終打合せ

（外部講師養成プログラム策定委員会）

がん教育連絡協議会委員長
　琉球大学病院がんセンター長　増田　昌人
一般社団法人全国がん患者団体連合会
　　　　　　　　　　　理事長　天野　慎介
NPO法人愛媛がんサポート
　　　　おれんじの会　理事長　緒ｼ本　陽子
NPO法人がんサポートかごしま
　　　　　　　　　　　理事長　三好　 綾
保健体育課　指導主事　奥間　あさみ
　　　　　　　　　　　大城　めぐみ

1 12:40 12:55 【ZOOM】　オンライン開場
県教育庁保健体育課
　　　　　指導主事　奥間　あさみ

2 12:55 13:10 開会の挨拶、内容説明

　 沖縄県教育庁　保健体育課
　　　　　　（進行：奥間　あさみ）
　　　　　　　課　　　　長　城間　敏生
　　　　　　　健康体育班長　宮城　敏也

3 13:10 13:25 自己紹介 スタッフ・参加者全員

4 13:30 14:30
講義①「学校におけるがん教育・
　　　　外部講師の果たす役割」

日本女子体育大学体育学部
　　　健康スポーツ学科　教授　助友 裕子

5 14:30 14:50
 講義②「沖縄県の学校における
　がん教育の取り組みについて」

 沖縄県教育庁　保健体育課
　　　　　　　　指導主事　 奥間　あさみ

6 14:50 15:00 休憩

7 15:00 16:30

講義③
「こんな風にがん教育
　　　　　　　やっています。
　　～がん経験者の立場から～」

一般社団法人全国がん患者団体連合会
　　　　　　　　　　　理事長　天野　慎介
NPO法人愛媛がんサポート
　　　　おれんじの会　理事長　緒ｼ本　陽子
NPO法人がんサポートかごしま
　　　　　　　　　　　理事長　三好　  綾
沖縄県学校におけるがん教育
　　　　　　　　　外部講師　豊見山　博子
　　　　　　　　　外部講師　上野　　浩司
　　　　　　　　　外部講師　又吉　　賢弘

8 16:30 16:50

講義④
講師の先生方に質疑・応答
　外部講師についての疑問や不安
　を聞いてみよう

沖縄県教育庁　保健体育課
　　　　　指導主事　奥間　あさみ

9 16:50 17:00 まとめ・明日の日程

10 17:00 終了

沖縄県教育庁　保健体育課
　　　　　指導主事　奥間　あさみ
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イ ２日目：令和３年11月14日（日）

開始 終了 内容 講師（担当）

8:45 9:35
2日目研修・ワークショップ：

最終打合せ
（外部講師養成プログラム策定委員会）

がん教育連絡協議会委員長
　琉球大学病院がんセンター長　増田　昌人
一般社団法人全国がん患者団体連合会
　　　　　　　　　　　理事長　天野　慎介
NPO法人愛媛がんサポート
　　　　おれんじの会　理事長　緒ｼ本　陽子
NPO法人がんサポートかごしま
　　　　　　　　　　　理事長　三好　  綾
保健体育課　指導主事　奥間　あさみ
　　　　　　　　　　　今枝　聖子

11 9:40 9:55 【ZOOM】　オンライン開場
県教育庁保健体育課
　　　　　指導主事　奥間　あさみ

12 9:55 10:00 挨拶・内容説明

13 10:00 10:50
講義⑤「がんの知識をどんな言葉
　　で伝えればわかりやすいか」

国立がん研究センター
　　がん対策研究所
　　　　　事業統括　若尾　文彦

14 10:50 11:45

講義⑥「オンライン授業に対応す
　　るために気をつけたいこと」
　～コロナ下での外部講師
　　　　　　　　対応の方法～

ＮＰＯ法人がんサポートかごしま
　　　　　　理事長　三好　綾

15 11:45 12:00 講師に質問・意見交換
県教育庁保健体育課
　　　　　指導主事　奥間　あさみ

16 12:00 13:00 休憩

17 13:00 14:00

ワークショップ①

「話したいことを
　　　　　　　整理してみよう」

18 14:00 15:30

ワークショップ②
グループ①⇒入替⇒グループ②
「自分の体験をみんなの前で
　　　　　伝える練習～3人1組」

19 15:30 16:30
ワークショップ③
「自分の体験をみんなの前で
　　　　　　　　伝えてみよう」

20 16:30 16:55

研修のまとめ
①受講者の感想
②学校におけるがん教育外部
　講師としての活動・講師リスト
　への掲載等について

21 16:55 17:00 閉会

県教育庁保健体育課
　　　　　指導主事　奥間　あさみ

（ワークショップ①②③）
進行：NPO法人がんサポートかごしま
　　　　　　　理事長　三好　綾
　
一般社団法人全国がん患者団体連合会
　　　　　　　理事長　天野　慎介
NPO法人愛媛がんサポート
おれんじの会　理事長　緒ｼ本　陽子

（ワークショップ②③）
琉球大学医学部保健学科成人・がん看護学
　　　　　　　教　授　照屋　典子
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ウ 受講者について

（ア）参加申込21人

・がん患者・がん経験者・・・16 人
・がん患者の家族・・・・・・２人

・医療従事者・・・・・・・・３人

（イ）研修参加者18人

・がん患者・がん経験者・・・14 人
・がん患者の家族・・・・・・１人

・医療従事者・・・・・・・・３人

エ 受講者アンケート結果（回答者 17 人）
（ア）講義及びワークショップの内容について

・「大変良い」・・・・・・・・ 14 人
・「良い」・・・・・・・・・・３人

（イ）「学校におけるがん教育の外部講師」に登録できるか

・登録を承諾する・・・・・・16 人
・登録を希望しない・・・・・０人

・思案中である・・・・・・・１人（理由：自信がない）

（ウ）講義の感想

・専門の先生の講義の実例、サバイバーの方の実例、ワークショップでは子供

に分かりやすいよう、心情を考慮しながら言葉を慎重に選ぶことの大切さが

分かりました。

・どのように講義（授業）を進めていけばいいか、実際にロールプレイをした

り、他の受講生の例を見たりする事で、具体的に知ることができ、実際の（学

校）現場でのイメージがでできました。

・講師の皆様の丁寧なお話、飽きさせない工夫、ひきつけられる話術、どれも

素敵でした。色々な立場の方の話を生で聞ける機会はなかなかないのでとて

も有意義でした。

オ 外部講師養成研修受講者による授業実践

（ア）実践授業と反省会

学校名 月日 準備 授業 反省会 参観者 担当クラス

県立開邦 12月16日 12:40 13：00～ 14：05～ 保 体 課 ３ 人 ・ 外 部 １組

中学校 (木) 13：55 14：45 講 師 養 成 プ ロ グ ラ 教諭：渡慶次

ム策定委員１人 講師：新垣

２組

教諭：笠原

講師：徳元

（イ） 反省会 司会：奧間 記録：笠原

ア）参加者：授業者（教諭・外部講師）、担当主事。

イ）式次第

（１）授業者説明 教諭 笠原 健一 ・ 渡慶次 早苗

（２）外部講師振り返り 講師 徳元 ・ 新垣

（３）指導者助言等 指導主事 奥間 あさみ
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（ウ）外部講師反省

・オンライン研修後すぐに授業実践ができたので、研修の内容を思い出しなが

ら実践に活かすことができた。

・生徒の質問にもう少しきちんと答えきれたらと思った。

・初めてで緊張もしたが、楽しかった。生徒の聞く姿勢がとてもよく、生徒に

分かるようにするために、早口にならないよう考えながらの授業でした。

・生徒が話をしっかり聞いてくれるのが分かるからこそ、今後はスライドの量

や（自分の）気持ちのコントロールが大切だと感じました。

11 第２回沖縄県連絡協議会

日 時：令和４年１月19日水曜日

ア 令和３年度事業報告

イ．各モデル校実践報告

・那覇市立真嘉比小学校

・那覇市立金城中学校、

・県立中部商業高等学校

ウ．協議事項

（ア）令和４年度以降のがん教育の推進について

（イ）令和４年度以降のがん教育外部講師の養成について

エ 令和４年度以降のがん教育の取組について

(ア)教職員・関係者等への「がん教育研修会」や各種研修会行政説明によるがん教育

の普及・啓発

(イ) 外部講師のリスト化と各学校への周知

(ウ)外部講師養成研修会の実施に向け外部団体との連携
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1

将来、かかるかもしれない病気

日本人の２人に１人が一生のうちに「がん」になる

しょうらい

増えている病気

日本人の３人に１人が「がん」でなくなっている

日本人の死亡原因の変化

がん

心臓病脳卒中
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2

“がん”を正しく理解し、
自分にできる事を考えよう

めあて

がんになる原因はなんだと思う？
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3

約２００種類、約３７兆個

人間の体は できている細胞

“がん”のしくみ

わたしたちの
体の細胞は
毎日分裂して
新しくなっている

細胞分裂するとき
コピーミス

が起こることがある
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4

体の中の「修理屋さん」が
傷ついた細ぼうを修理したり、消した
りして、正しく働かない細ぼうが増え
るのを防いでいます

“がん”のしくみ
変異した細胞

正常に
修理

排除

“がん”のしくみ

修理が
追いつかない！！

ミスに
気づかない！！



2022/1/7

5

修理のしくみが働かないとき

正常な細ぼう

正しく働かない
細ぼうができる

正しく働かない
細ぼうが増えて、
かたまりになる

周りに広がりやすくなり
血管などに入り込んで全身に広がる

がんは体中どこにでもできる
可能性がある！

がんの種類によって症状やなりやすさがちがう
しょう

胆のうがん

胃がん

肝臓がん

肺がん

大腸がん
前立腺がん

甲状腺がん

ぼうこうがん
卵巣がん

乳がん

喉頭がん
こうとう

子宮頸がん
けい

食道がん
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6

がんはどんどん大きくなるの？

症
状
が
出
て
く
る

大
き
さ

かかる年数

見つかる大きさ約１ｃｍ
がんが検診で

見つかる大きさ約１ｃｍ

１０～２０年

約１ｃｍ

約２ｃｍ

１～２年

がんは早く、みつけよう！

多くのがんは早く見つけて治りょうすれば
10人に９人が治る

がん検しんを受ける

がんの治りょう方法
手術でがんを取り除く
放射線という光でがん細ぼうを殺す
薬でがん細ぼうが増えるのをおさえる
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7

検診を受けよう！

おうちの人は、
検診うけているかな？

健康を支えるために

検診、検査
予防接種

乳児・幼児健診健康相談

健康にすごすための活動、
検診などを忘れずに･･･



2022/1/7

8

生活習慣細菌・
ウイルス

遺伝的
原因

不明

“がん”の原因は？

えぇ！！じゃぁ、何も
できない！？

がんにかかりにくく
することは

できるのだろうか
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9

生活習慣細菌・
ウイルス

遺伝的
原因

不明

わたしたちにできること

“がん”を知り、できること

がんを予防する
生活習慣

やさしい心
思いやりの心

おしまい
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1

きれいな肺 と 汚れた肺
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2

たばこを吸うとどんな病気になりやすい？

がんは、誰もがかかる可能性のある病気である
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3

がんは、日本人の死因の第2位である

体の調子が良い場合は、
定期的に検診を受けなくてもよい。
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4

めあて
がんの要因と予防
について理解する

がんの原因は
何だろう

７
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5

がんの原因

生活習慣細菌・
ウイルス

がんには原因のわかっている
ものとわからないものがある

遺伝的
原因

不明

がんの原因

男性 女性
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6

男性

女性

細胞が変異する
可能性が高まる

細胞を正常に
保つ働きが
低下しはじめる

高齢化も原因の一つ

がんは誰もがなりうる病気がんは誰もがなりうる病気

細胞分裂の
回数が多くなる

年をとっていくと…
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7

小児がんも
生活習慣や細菌・ウイルスとは
関係なく発症するものが多い

原因のわからないがんもある

がんには
原因のわかっているものと
わからないものがある

小児がん…白血病、脳腫瘍など
12

健康な体が
どう変化することを
“がん”になる
というのだろう
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8

わたしたちの
体の細胞は
毎日分裂し

新しくなっている

がんのしくみ

細胞分裂するとき

変異し悪性化した
ものが“がん”

約37兆個

※変異しても細胞を正常に保つ働きが機能しているときは、
修復されたり排除されたりする

変異した
細胞

排除

変異した細胞はどうなるのだろうか

正常に
修復

修復や排除により
正常に保たれるしくみがある

５
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9

異常な細胞ができる

修復のしくみが働かないとき

周りに広がりやすくなり
血管などに入り込んで全身に広がる

異常な細胞が増えて
かたまりになる

悪性のものをがんという

出典：国立がん研究センターがん情報サービス「知っておきたいがんの基礎知識」（一部改変） ６

胆のうがん

胃がん

肝臓がん

肺がん

大腸がん
前立腺がん

甲状腺がん

ぼうこうがん
卵巣がん

細胞が分裂する全ての臓器に
がんができる可能性がある

乳がん

細胞が分裂するときの変異により
がん細胞ができるから

喉頭がん
こうとう

子宮頸がん
けい

食道がん
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10

がんはどのように
進行するのだろう
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11

子宮頸がん
子宮体がん

主ながんの種類

けい

前立腺がん

胃がん

乳がん

肺がん

肝臓がん

大腸がん

７

日本では
どれくらいの人が
がんになっている

のだろう
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12

２人に１人２人に１人

がんになる人の割合

出典：国立がん研究センターがん情報サービス「がん登録・統計」最新がん統計 ４

がんによる死亡数は増え続けているがんによる死亡数は増え続けている

3人に1人ががんで亡くなっている
（厚生労働省「人口動態統計」を基に公益財団法人がん研究振興財団が作成（「がん統計‘19」））

５

がんによる死亡数
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13

50才前後からがんになる人が増える50才前後からがんになる人が増える

50才

（厚生労働省「人口動態統計」より国立がん研究センターがん情報サービスが作成（「がん登録・統計」））

10

年齢別がんになる人の割合

がんのリスクを高める
生活習慣をもつ人が多
いから
（肺がん、胃がんなどが多い）

男性の方が多いのはなぜかＱ

20代～50代前半までは
女性が多い

（乳がんや子宮頸がんが
この世代に多いから）

ちなみに

けい

11（厚生労働省「人口動態統計」より国立がん研究センターがん情報サービスが作成（「がん登録・統計」））
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14

がんを予防するために
できることを考えよう。

生活習慣細菌・
ウイルス

遺伝的
原因

原因の３つの視点から

具体的な予防策をグループで考えてみよう。
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15

生活習慣は自分で
気をつけることができる

望ましい生活習慣を身に付ける

５

喫煙・受動喫煙・飲酒・食事（野菜不足、脂
肪のとりすぎなど）・運動不足など

生活習慣
細菌・
ウイルス

遺伝的
原因

禁 煙

バランスの
よい食事

禁 酒

（節酒）
適正体重
の維持

積極的な
身体活動

望ましい生活習慣により
がんになる危険性を減らすことができる
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16

望ましい生活習慣以外にできること

感染している場合も早期治療で
治すことができる

感染対策をする感染対策をする

10

生活習慣細菌・
ウイルス

遺伝的
原因

早期発見すれば治りやすい

がん検診を受けるがん検診を受ける

望ましい生活習慣以外にできること

11

生活習慣 遺伝的
原因

細菌・
ウイルス
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17

みんなしっかり
検診を受けている
のだろうか？

がん検診の受診率

男女別がん検診受診率（2019年）
（厚生労働省「国民生活基礎調査」を基に国立がん研究センターがん情報サービスが作成（「がん登録・統計」）（より一部改変））

６

けい
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18

時間が
ない

費用が
かかる

がんが
見つかる
と怖い

健康に
自信が
ある

いつでも
受診
できる

がん検診を受けない理由は
何だろうＱ

出典：内閣府 「がん対策・たばこ対策に関する世論調査」（令和元年７月調査） ７

早期がんで
あれば

９割の人が
治る

検診でがんを早期発見すると
どれくらいの人が治るのだろうかＱ

検診対象がんの病気別５年相対生存率（2010-2011診断例）
（「がん診療連携拠点病院内がん登録生存率集計（2010-2011診断例）」を基に作成）

３

92.8％
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19

①がんの要因とは・・・

②がんを予防するためには・・

めあて：がんの要因と予防について理解する

まとめ

今日の授業を通して、自分の生活を振

り返り、『今の自分にできること』や

『大人になってできること』を書いて

みましょう。

ふりかえり
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